
労働者協同組合・協同労働で働く人々と組織

①日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会

失業当事者の就労創出の運動から出発（40年の歴史、1万6千人が就労、350億円）。

②ワーカーズ・コレクティブネットワークジャパン（WNJ）

生協運動から女性たちの社会貢献の事業として出発（全国に340団体、135億円）。

③障害のある人びとの就労創出に取り組む団体

NPO法人共同連、浦河べてるの家などがある。

④農村女性起業（農村女性ワーカーズ）

農産物の加工、直売所、レストラン等（個人・団体で9,497起業、2016年度農水省調べ）。

⑤住民出資による「共同売店」の起業

撤退した店舗跡地を活用して地域住民が起業。GSや食材、日用品などを販売。



埼玉県内設立登記 15件
ワーカーズコープ 40事業所



多様な事業分野で設立される労働者協同組合

• キャンプ場運営（キャンピングスペシャリスト労働者協同組合）
• フリースクール（労働者協同組合コモンウェーブ）
• 子どものメディア体験（こども編集部労働者協同組合）
• 総菜製造・魚もずく加工販売など（労働者協同組合かりまた共働組合）
• 葬送・後見サポート
（労働者協同組合ワーカーズ葬送・後見サポートセンター結の会

• システム開発（TNG労働者協同組合）
• カウンセリング（公認心理師労働者協同組合）
• エコストア（労働者協同組合プラスチック普及協会）
• 農産物生産加工販売（アメニティ工房労働者協同組合）
• 空家代行管理（空家労働者協同組合）



埼玉県内の立ち上げ事例
ふじみ野そらまめ地域福祉事業所
市内の学童クラブの支援員だった組合員を中心とした６名が、東日本大震災後福島
からの被災者を支援するために「社会連帯グループにんじん」を立ち上げ、居場所サ
ロンを開始。
被災者の方の「息が詰まりそう…畑がやりたい」という切実な願いに応えようと、

地域の農家の協力を得て農作業を始めた。共に土に触れて作物を育て、収穫し、料理
をして皆で食べることで皆が元気になった。
被災者の一人がふじみ野市への移住を決心したことに

より働く場が必要となり、「親を預けるならこんなデ
イサービス」という理念を共有して、皆で出資し合い、
地域の方たちへも協力債を呼びかけて資金を集め、農地
付きの高齢者デイサービスを立ち上げた。
デイサービスのプログラムとして農作業を行い、収穫

した野菜を使って昼食を提供している（自給率は７
０％）。野菜を切るのも利用者が行う「働くデイサービ
ス」となっている。



労働者協同組合の事例①
◎CampingSpecialist（三重県四日市市）

●放置されていた山を借り、自ら木を倒して、1万４千㎡の山を開墾
●NPO法人での運営を行っていたが、仲間との関係で様々な課題が
生じ、「私たちの価値観を共有できる仲間と共に働きたい」という
考えから、労働者協同組合を設立
●現在は、キャンプ場の利用会員→NPO法人

事業運営→労働者協同組合法人
物販→株式会社 で運営中

https://www.roukyouhou.mhlw.go.jp/good_cases/koujirei12



労働者協同組合の事例②
◎コモンウェーブ（三重県鈴鹿市）

●不登校児を持つ保護者がNPOでフリースクールを始め、以降、労協法人を設立
●放課後等デイサービスの運営および福祉医療機構の補助金などを活用して運営
●放課後等デイサービス運営にあたる組合員の募集の際、事業の運営を伝えるだけ
ではなく、法人の理念などを十分に伝えることを大事にしている。

https://commonwavejapan.com/



労働者協同組合の事例③
◎創造集団440Hz（東京都新宿区）

●自ら考えて学ぶ雫穿大学を卒業した若者たちが自分らしく働く場所を
株式会社で設立。
●協同労働と出会い、労働者協同組合を設立
●映像制作、デザイン、HP作成、オンライン配信などを行っている

https://creators440.org/



労働者協同組合の事例④
◎労協 上田（⾧野県上田市）

●定年退職した方々が、自分たちの特技を生かした仕事を自ら作っている
●屋根の塗装、営繕、エアコン修理、草刈り、などを行い、地域貢献
●作業で得た利益は自分たちで話し合って、応分に分配している
●遊休農地の再生とソルガム栽培の普及に取り組み連絡協議会を準備中

https://www.roukyouhou.mhlw.go.jp/good_cases/koujirei17



協同労働による課題解決に向けて

地域に必要なサービスを、住民自らが事業として立ち上げ、

雇用を生み出します。介護、子育て、住民が必要と考える

事業を、地域の実情に合わせた仕事としてつくることができ

ます。

地域の仕事を地域の人がつくる

協同労働では、営利目的ではなく地域の課題解決を重

視するため、行政サービスが縮小しても、地域住民自身が

公共的な役割を担うことができます。自治体と連携しなが

ら、新しい公共サービスの形をつくることも可能になります。

行政の役割と公共サービスの在り方

出資者＝働き手となるため、労働条件を自分たちで決め

ることができ、安定した収入や働きがいのある仕事が実現し

やすくなります。また、「ともに働く」ことで、孤立を防ぎ、コミュ

ニティ再生にもつながります。

安定した働き方と支え合いの仕組

労働者協同組合で行う事業では、利益を株主ではなく働

く人々と地域社会に還元します。そのため、地域の中で経

済が循環し、持続可能なまちづくりにつながります。

地域経済の循環と持続可能性の向上



新たに設立された労働者協同組合から見える
テーマ・可能性

困難や障害、不登校・ひきこもりなど生きづらさ
を抱える子どもや若者たちの、“共にはたらく”場
としての学び場、フリースクールの広がり

「共にはたらく」場としての学び場

地域資源を生かした持続可能な環境保全、
また自然体験など子どもから若者、高齢者が
集う場づくり交流拠点づくり

地域交流の場づくり

子育てや高齢者ケアの専門職が集い、当事者
主体・地域づくりに向かう“コミュニティケア”の創
造へ、～介護保険や障害者総合支援制度の
活用

福祉制度などの活用

中山間地域や過疎地などで、地域や集落など
を基礎にして農林業などの第一次産業とその
製造・加工・販売などの6次産業化

新たな産業化として

企業や組織の退職後の高齢期を地域でどう
生きるのか、“シニア世代”の健康や生きがい・
仕事おこし～シニアワーカーズコープ

シニアワーカーズコープ

都市や農山漁村に関わらず、多様な分野にお
ける協同の仕事づくりの可能性

協同の仕事づくり



埼玉協同労働推進
ネットワーク
●目的●
「協同・連帯の理念に基づき、埼玉県内における「協同労

働」の 活動 ・運動を推進することにより、多様な就労の機
会の創出を促進するとともに、地域社会の活性化 、課題解
決 のために市民 が主体性を発揮することができる社会 の実
現に資する（規約より）」であります。この目的のもと、
「労働者協同組合」「協同労働」に関心を寄せる個人・団体
の方が緩やかなつながりを通して、交流・情報交換・会員拡
大をすることで、持続可能な活動を推進します。

★各地での周知フォーラムを開催中

次回は越谷にて(9月予定)



ご案内

「知りたい!労働者協同組合法」HP
https://www.roukyouhou.mhlw.go.jp/









労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団

労協法業務室 富澤 一樹

ご清聴
ありがとうございます。


